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◆佐渡市における『地域運営組織(RMO)』

昨年度、NPO法人・かみえちご山里ファン倶楽部

関原剛氏「地域づくり公開セミナー」 (7/3)にて

佐渡市の地域運営組織の適正な規模としては、

22の小学校区が最も近いイメージ。

⇒『学校区』を原則に地域づくりを進めるべき！

各RMO
集落支援員（地域活動支援員）

地域おこし協力隊：嘱託職員

※事務局長的に地域に根差した活動を行う人材

※得意分野を生かした助言、自ら汗もかく人材

『学校区』を原則に

⇒『地域運営組織(RMO)』に集落支援員（地域活動支援員）

と地域おこし協力隊を招聘、配置するという考え方
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▼ＲＭＯ（地域運営組織）○○小学校区応援団（仮称） 2
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◆『小学校区』というコミュニティを大切に
佐渡の集落での活動を永続的に残すことができないかと考えます。
そこで、ＲＭＯ（地域運営組織）○○小学校区応援団（仮称）を結成し、
下記6点に取り組む提案です。※団体は、ＮＰＯや一般社団法人等を想定

①集落毎の字会計や各種行事案内資料の統一フォーマット化、データ化
【Ａ】小学校区内の数集落の字会計（※集落情報は、集落毎で厳重に要管理）
【Ｂ】ムラ歩き事業会計（集落の魅力を発掘し、ムラ歩きガイドを行う等）
【Ｃ】簡易宿所事業会計（古民家を再生し、宿泊施設に活用する等）

②ムラ歩き事業⇒【Ｂ】
佐渡アイランド集落ツーリズム構想実現のため、さどんぽ/あるかんか佐渡/ふれあいガイド等の取り組みを
各小学校区でも行う。また、体験コンテンツを発掘し、集落の魅力を体験できるようにする。

③簡易宿所事業⇒【C】
空き家利活用、古民家再生、宿泊を伴う滞在型観光を推進する。

※簡易宿所は、食材提供やケータリング（仕出し）はＯＫ、その場で作られたお料理提供はＮＧ

※住宅宿泊事業法（平成29年6月に成立した民泊新法）年間提供日数の上限は180日（泊）

④各地郷土博物館の利活用
郷土博物館機能に加え、ＲＭＯ事務局の拠点としても活用する。

⑤集落産のお土産の開発・製造・販売
島内外の好事例を参考にお土産を開発して、民間企業推進の元で製造・販売する。※販売は、②～④等で行う。

⑥○○小学校をコミュニティスクールとして、地域と連携
学校運営協議会制度を導入し、総合学習（学校教育）＆生涯学習（社会教育）に取り組む。

【出典】minpaku民泊制度ポータルサイト

【Ｂ】
ムラ歩き
事業会計

【Ａ】
小学校区内の

数集落の字会計

【Ｃ】
簡易宿所
事業会計

佐渡版ＲＭＯ



▼改めて、コミュニティスクール（ＣＳ）とは・・・ 3
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◆文部科学省 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは・・・
コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは、学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い、
学校運営に意見を反映させることで、協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づく
り」を進める法律（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第47条の6）に基づいた仕組みです。

【出典】文部科学省 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

◆教育長の描く佐渡市立小学校
および中学校の年度別計画

小学校 中学校

H30
年度

校 校

H31
年度

校 校

H32
年度

校 校

▼地域コーディネーターの配置

▼コミュニティスクールの実施

小学校 中学校

H30
年度

校 校

H31
年度

校 校

H32
年度

校 校

22 13

22 13

22 13

17 9

8 4

1 1
(八幡小学校) (新穂中学校区)



▼しゃきっと教室×佐渡市直営ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ＝健康長寿 4
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◆東北大学の川島隆太教授が提唱する『脳トレ』

簡単な計算を素早くしているときや音読をしているとき

に、脳が活性化することが分かっている。複雑な計算や

考えごとをしているときでは、さほど活性化しない。

▼しゃきっと教室

簡単な計算、音読などをできるだけ素早く行うことで、

脳が活性化し、認知症予防＆健康寿命延伸などの効果！

⇒副読本『再発見！！佐渡金銀山』を音読すると、

構成資産についての知見が深まり、世界遺産ガイド

にゆくゆくは、なれるのではないか？

⇒手話教室に参加してもらってはどうか？

認知症予防、老人性難聴に備えることもできる。

▼孫育て事業⇒ジツマゴ（実孫）＆ ギジマゴ（疑似孫）

祖父母世代と孫の関係性により健康寿命延伸、絆の深化

【出典】小学生の宿題ドリル(左)と高齢者向けのしゃきっと教室宿題(右)

【出典】くもん出版『脳を鍛える大人のドリル』シリーズ

【出典】平成28年度 全国ファミリー・サポート・センター活動実態調査結果

（人） 図 1-6.年齢別会員数

▼提供会員＝受入役について

①依頼会員世代（30～40代）

②アクティブシニア（60～70代）

の会員増加・協力が鍵と考える！



▼食と旅行商品とエネルギーの地産地消推進について 5
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◆国策：原子力発電所の今後のあり方について

【保守】原発再稼働！？ ⇒ 佐渡では、自然エネルギーを推進すべき！！

【革新】原発廃炉へ！？ ⇒ 佐渡では、自然エネルギーを推進すべき！！

▼佐渡エコアイランド集落ツーリズムとは・・・

レンタカー等の電気自動車（ＥＶ）で佐渡を巡り、集落の人に会う旅のこと。

宿泊施設に駐車している間に、自然エネルギーで充電し、港へと戻るエコな旅。

▼Ｖ２Ｈとは・・・

住宅と電気自動車が連携する「Vehicle to Home（V2H）」

Vehicle to Homeとは、電気自動車（EV）やプラグインハイブリッド自動車

（PHV）、燃料電池車（FCV）などの自動車が蓄電池に蓄えた電力を家庭用電

力として利用する動きのことを指す。

⇒停電等有事の際にも、日常生活に支障をきたさない可能性が高く、災害に強い

まちづくりへとつながるとも言える。

⇒島内に自動車は約5万台、うち電気自動車は52台程度、つまり普及率0.1％！

【出典】スマ―トハウスラボhttp://smarthouse-lab.com/2014/01/v2h/

①食

②旅行商品

佐渡エコアイランド

集落ツーリズム

③ｴﾈﾙｷﾞｰ

▼エコアイランド集落ツーリズムモデル地域づくりの２つのアプローチ

【A】小倉ダム小水力発電等の自然エネルギー×宿泊・食・体験による観光地域づくり

【B】古民家再生宿・仕出し・さどんぽ等による観光地域づくり×集落産の自然エネルギー

⇒観光アプローチからモデル事業化をして、横展開して他地域へ広げる。その後、市民利用へとつなげる！



▼部の枠をも超えた『果敢に課間連携』という考え方 6

◆地産地消フェスタ＠サンテラ佐渡スーパーアリーナの事例

昨年度⇒10時～14時：4,000人の来場者数： 1,000人/時間

今年度⇒10時～14時：5,000人の来場者数： 1,250人/時間

⇒悪天候にも関わらず、25％増という結果

⇒農業政策課×地域振興課の課間連携により実施された。

【さらに環境対策課、観光振興課等も連携する場合・・・】

・『環境フェア』を同時開催し、リユース食器、3Rの取組み、

佐渡版3010運動の普及啓発、パネル展示等を行ってはどうか。

・自然エネルギー発電によって蓄電された電気自動車による

電力供給により、出店に必要な電力を賄うことも可能ではないか。

・トキと共生する環境保全型農業のPRブースを設けてはどうか。

・島内を楽しむ『さどんぽ』等を市民向けに情報共有をしてはどうか。

・実現すると産業観光部と市民福祉部にまたがるイベントとなる。

⇒『食と旅行商品とエネルギーの地産地消』の啓発につながる！

【課間連携のメリット】

①広報のパワーが倍増する。

②効率化により予算、人員を低減できる。

③イベントの数を減らすことができ、選択と集中ができる。

◆各課は予算と責任を持つ。情報共有・意見交換をより積極的に

予算と責任は各課が持ちながら部の枠をも超えた『果敢に課間連携』

を推進することがこれからより一層必要になってくると考える。
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▲11月19日（日）地産地消フェスタ

▲認定こども園の管轄：学校教育課←→子ども若者課

【出典】学校法人旭学園 ひしみのこども園

学校教育課 子ども若者課
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▼島内の農業生産額は、推計99億円/年程度

▼食の地産率の推定

・学校給食の地産率は3割弱

・佐渡市民の食費1,000円/人・日と仮定

56,000人×1,000円/人・日×365日≒204億円

農業生産額99億円のうち、米が70億円程度

佐渡市民が米10億円、野菜・魚等で40億消費と仮定

（10億円＋40億円）÷204億円≒2.5割程度

▼食の地産地消で年間＋100億円の皮算用

現状で年間＋100億円となると、地産率は・・・

（50億円＋100億円）÷204億円≒7.5割程度

2060年、人口37,000程度を維持している佐渡で、

①佐渡市民＋②観光客の地産率増加で＋100億円！

①37,000人×180,000円/人≒67億円

∵食費30,000円/月×地産率25％＝7,500円/月

×地産率75％＝22,500円/月

差額15,000円×12カ月＝180,000円/人！

②地産の食事分5,500円/人×602,000人≒33億円

∵食事代7,300円×地産率7.5割＝5,500円/人

▼身土不二(しんどふじ)とは・・・【出典】wikipedia

食養運動のスローガン。「地元の旬の食品や伝統食が

身体に良い。」という意味。人間の身体と土地は切り

離せない関係にあるということ。その土地でその季節

にとれたものを食べるのが健康に良いという考え方。

⇒地産地消＆身土不二の考え方で、学校給食を要改善

地産率3割弱を2060年までに7.5割程度まで増加！？ 【出典】佐渡地場産農産物カレンダー／佐渡産おさかなカレンダー



▼民俗学者 宮本常一氏について 8
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▼1町村あたりの平均

郡

①雑太郡 30 町 15 町 626 石

②加茂郡 24 町 13 町 461 石

③羽茂郡 15 町 18 町 362 石

平均 24 町 15 町 501 石

田 畑 石高

▼史料―佐渡三郡町村別田畑面積・石高一覧

(『佐渡志』により文化13年(1816)までの記録と推察)

郡 町村数

①雑太郡 101 3,031 町 1,479 町 63,206 石

②加茂郡 103 2,504 町 1,310 町 47,467 石

③羽茂郡 60 878 町 1,089 町 21,712 石

合計 264 6,414 町 3,879 町 132,386 石

田 畑 石高

【出典】→
宮本常一著

農漁村採訪録19
佐渡調査ノート(1)

◆宮本 常一（みやもと つねいち、1907年8月1日 - 1981年1月30日） 【出典】Wikipedia
山口県周防大島出身の日本の民俗学者、農村指導者、社会教育家。1930年代から1981年に亡くなるまで、生涯
に渡り日本各地をフィールドワークし続け（1200軒以上の民家に宿泊したと言われる）、膨大な記録を残した。

▼佐渡 金堀残酷物語 （抜粋） 【出典】宮本常一著『離島の旅』昭和39年3月20日初版発行
観光だけでは島全体の発展はのぞまれない。島の人たちは漸くそのことに気付きはじめた。かつて島が多くの金

を出したといってもそれは島民全体が生産し、その利益を自分のものにしたのではなかった。利潤の部分はみんな
幕府が持っていったのである。佐渡は宝の山を持ちながら、佐渡の人は何ほどもうるおわなかった。

「自分たちが島経済の主体性をにぎらねばならない。」その目ざめは明治・大正・昭和にかけて置き去りにせら
れて来た西南部地区におこって来た。そしてより高い生産をあげて、島の経済的主体性を確立するために、この地
区では八珍柿の集団栽培に乗り出した。この柿は観光客をねらっておけさ柿として売り出そうとしたものである
が、今日では観光客をこえて広い販路を開拓しつつある。
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▼観光客の島内消費額は、推計218億円/年程度

観光業の島内生産額は、推計367億円/年程度！？

▼旅行商品の地産率の推定

旅行商品は、都市部での広報戦略に5％、旅行エー

ジェントへの手数料5％を考えても地産率9割程度は、

達成できていると考える。⇒さらなる島内消費額増へ

▼旅行商品の地産地消で年間＋100億円の皮算用

①観光入込数の増加＋②客単価の増加で＋100億円！

2060年、人口37,000程度を維持している佐渡で、

①40,965円/人×122,000人≒50億円

②客単価増額分8,300円/人×602,000人≒50億円

※もう一泊or体験コンテンツの充実により客単価増

へ！

【出典】佐渡市観光振興課 日本版DMO形成・確立計画

【出典】佐渡市観光振興課 佐渡観光アンケート調査

佐渡への入込み

は2人旅が約半

数を占める。

また、団体旅行

は1割程度に留

まっている。

【出典】平成26年3月 株式会社JTB 関東法人営業新潟支店 佐渡市観光業における経済波及効果



▼エネルギーの島内生産額、地産地消の実現状況 10
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▼島内のエネルギー生産額は、推計180億円/年程度

▼エネルギーの地産率の推定

自然エネルギーの普及率＝地産率と捉えて2％程度

▼エネルギーの地産地消で年間＋100億円の皮算用

上記仮定では、180億円/年×2％＝3.6億円/年

現状で年間＋100億円となると、地産率は・・・

（3.6億円＋100億円）÷180億円≒58％程度

つまり今よりも56％ほど多く自然エネルギーを普及

させることができれば、 ＋100億円/年！

2060年、人口37,000程度を維持している佐渡で、

37,000人÷56,000人≒66％となる。

180億円/年×66％≒120億円

（3.6億円＋100億円）÷120億円≒86％程度

つまり今よりも84％ほど多く自然エネルギーを普及

させることができて初めて、 ＋100億円/年！

∴佐渡でエネルギー自給率100％が達成できれば、

年間＋100億円の金を島の中で回すことが可能！？

▼佐渡市おけるエネルギー需要量に対するコスト

概ね156億円と推計される。そのまま島外流出して

いると仮定すると、年間1,000億円の15.6％を占め

ることとなる（平成25年度）。⇒オイルマネーの流出

▼電力会社直営による自然エネルギー推進は不可能か？

不採算地域こそ投資して自然エネルギーを推進する

ことで燃料代購入費が削減され、中長期的には経営

改善につながると考える。また、離島のモデルとなり、

本土での展開へとつながる可能性もある。

○佐渡の水力・内燃力発電所（東北電力佐渡営業所）

発電種類 発電所名 出力（kW） 割合 出力（kW） 割合

火力 両津火力発電所 53,000 65.0%

火力 相川火力発電所 27,500 33.7%

水力 白瀬発電所 457 0.6%

水力 梅津発電所 300 0.4%

水力 水沢発電所 133 0.2%

水力 新保川発電所 108 0.1%

80,500

998

98.8%

1.2%

【出典】佐渡の水力・内燃力発電所（東北電力佐渡営業所作成）

両津火力発電所, 

65.0%

相川火力発電所, 

33.7%

白瀬発電所, 

0.6%

梅津発電所, 

0.4%

水沢発電所, 

0.2%

新保川発電所, 

0.1%

【図】水力・内燃力発電所出力割合 【図】電源別発電電力量割合

ﾚﾝﾀｶｰ
業者

電力
会社

大学
研究機関

新潟県
佐渡市

集落
民間企業
投資家

ｶﾞｿﾘﾝ
ｽﾀﾝﾄﾞ
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【出典】平成18年2月佐渡市地域新エネルギービジョン：電力消費の概況、新エネルギー賦存割合



▼平成18年2月佐渡市地域新エネルギービジョン② 12

2018年6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

【出典】平成18年2月佐渡市地域新エネルギービジョン

①面積 855 ㎢ 38 ㎢ 0.04 倍

②人口（2018年6月1日現在） 55,921 人 176,422 人 3.15 倍

③人口密度 65 人/㎢ 4,643 人/㎢ 71.0 倍

④推計年間家庭電気料金収入
（2000円/人・月と仮定）

13 億円 42 億円 3.15 倍

【A】佐渡市 【B】新潟市中央区 【B】/【A】

【表】佐渡市と新潟市中央区の年間家庭電気料金による売上げ等の推計

▼佐渡市全体のエネルギー需要量

原油に換算して表すと約 194,500 kL/年と推計。これ

は、200Lのドラム缶で約97万本に相当します。

各新エネルギーの賦存量（期待可採量）の合計値は、原

油換算量で約 89,900kL/年、ドラム缶約45万本）とな

り、これは、市内の全エネルギー需要量約 194,000 kL

/ 年 の 約 46 ％ に 相 当 。 ま た 、 電 力 利 用 で は 約

199,000MWh/年と推計され、これは、市内の電力消

費量約328,000MWh/年の約 61％に当ります。この電

力は、約 47,000 世帯の電力使用量に相当するエネル

ギ ー 量 で す （ 佐 渡 市 の 1 世 帯 当 り の 電 力 使 用 量

4,203kWh/年で換算）。

▼佐渡市と新潟市中央区と比較（室岡作成）

佐渡市と新潟市中央区とで比較すると、人口密度はおよ

そ71倍。佐渡市には推計約10万本の電柱があるとされ

ている。広大で低い人口密度の地域は、送電も非効率で

不採算地域となることは必然である。
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2018年6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

【出典】農林水産省：小水力発電の事例

【出典】新潟県農地部農村環境課：農業水利施設を活用した小水力発電導入に係る調査結果（平成26年3月時点）



▼新潟県沖における洋上風力発電のポテンシャル等 14

2018年6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

【出典】新潟県：新潟県沖洋上風力発電ポテンシャル調査報告書

▼浮体式洋上風力発電の対象となる海域について
主として、佐渡島と粟島の中間部、佐渡島の大佐渡沖及
び北東部に対象の海域が見られる。制約条件との関係で
は、概ね、漁業権が存在する範囲外に分布している。ま
た、魚礁については確認できない。ただし、ポテンシャ
ルマップへの表示が困難な漁業や魚礁が存在する可能性
があることに注意が必要である。

【出典】世界遺産の吉水神社から「ニコニコ顔で、命がけ！」

【出典】みずほ情報総研：洋上風力発電の構造物と水深との関係（EWEA）



▼新潟県・新潟市・長岡市・上越市等との連携について 15

2018年6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆『リビングラボ』という考え方

実際に人々が生活する地域のなかで社会実験を重ねる

取り組みのこと。『佐渡は日本の縮図』と形容される

ことからも多様性あふれる佐渡は最適地ではないか？

⇒新潟県・新潟市・長岡市・上越市等との地方自治体

との連携が必要だと考える！

【出典】はる/みらい選挙プロジェクト（情勢分析ノート）

候
補 候

補

【出典】佐渡新航空路開設促進協議会作成の会報誌

※空港建設費約200億円
イニシャルコスト投下の
経済波及効果も要算出！

※物流変革のメリット
騒音のデメリット等要検討！

※新潟県営空港である限り、
新潟県主導で進めるべし！

※原発周辺地域の不安に
寄り添う必要あり！

新潟市
新潟港↓

※離島・遠隔地の地域活性化
に寄与する必要あり！

長岡市
寺泊港↓

上越市
直江津港↓ 得
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▼雲竜型（『攻め』と『守り』）の佐渡市政を！！！ 16

2018年6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆横綱の雲竜型の土俵入りとは・・・

土俵入りの型というものに、雲龍（うんりゅう）型と

不知火（しらぬい）型という２つの型が存在する。

雲龍型は右手が『攻め』左手が『守り』の『攻防兼備

の型』 、不知火型はせり上がりで両手を伸ばす『攻撃

の型』を表していると言われている。

▼自然エネルギー推進のための所管換えの提案

自然エネルギーの推進にあたり、市民福祉部環境対策

課⇒産業観光部農林水産課へと所管換えすべきではな

いか？ cf.新潟県⇒産業労働観光部産業振興課新エネ

ルギー資源開発室が自然エネルギーを推進している。

産業建設
常任委員会
『攻め』

◆砂山を両方から掘っていくイメージ

【出典】http://photozou.jp/photo/show/300557/35734367

理想の

現実化

現実の

理想化

つながったとき

佐渡の明るい未来

穴を掘る 穴を掘る

年間約50回の
セミナー聴講

（2年で約100回）

年間約365人の
市民の方との意見交換
（2年で約730人）

大切なのは
バランス！

【出典】角力座『すもうシアター』：千代の富士の土俵入り

『ﾊﾞﾗﾝｽ』
『守り』

【議 会】

【執行部】

市民厚生
常任委員会
『守り』

総務文教
常任委員会
『ﾊﾞﾗﾝｽ』

産業観光部
建設部

『攻め』

市民福祉部
『守り』

総務部
企画財政部
『ﾊﾞﾗﾝｽ』

『攻め』


